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1. はじめに 

 積雪寒冷地域の冬期道路では、吹雪による視程障害がし

ばしば発生するなど厳しい走行環境にあり、これらが原因

となる交通障害は社会的に大きな影響を与えている。道路

管理者は防雪柵等のハード対策を行うことで吹雪災害の軽

減に取り組んでいるが、ハード対策を進めるには時間と費

用を要する。そこで、ハード対策に加えてソフト対策によ

るドライバーの行動判断を支援することが必要である。寒

地土木研究所では、ドライバーが吹雪に巻き込まれないた

めの交通行動の判断を支援するため、平成25年2月よりイ

ンターネットサイト「北の道ナビ 吹雪の視界情報（北海

道版）」（以下、「吹雪の視界情報」という。図１参照）

において、北海道内の吹雪時の視界の現況と予測情報（24

時間先まで）の提供実験を開始した1)。これまで「吹雪の

視界情報」がドライバーの交通行動に与える影響や利用実

態を把握するため、「吹雪の視界情報」の利用者に対して

アンケート調査を適宜行ってきた1),2)。平成30年度に行っ

たアンケート調査2)において、“住んでいる地域で視界不

良（視程200m未満）が予測された場合の行動”についての

設問では、回答者の約73%が視界不良が予測された場合は

「行動や予定を変更する、または変更する場合が多い」と

利用者が回答しており、「吹雪の視界情報」がドライバー

の交通行動の判断に利用されている実態が明らかとなった。

この結果から、吹雪による危険を回避するドライバーを増

やすためには、「吹雪の視界情報」の利用者を増やすこと

が効果的であるといえる。 

 「吹雪の視界情報」は、利用者が能動的にサイトにアク

セスするプル型の情報提供と、「メール配信サービス」に

よるプッシュ型の情報提供を行っている1)。メール配信サ

ービスは、サービス登録者が指定した条件（対象地域、視

界不良の程度等）に合致した場合に、6時間先までの予測

情報と「吹雪の視界情報」のURLをメールで自動配信する

ものである。メール配信サービスの登録者は、令和3年3月

31日時点で約1.1万人であるが、登録者の増加率は年々鈍

化の傾向にある。そこで、特にインターネットを利用して

いる幅広い層を対象に、若年層の取り込みが期待できる

『SNS（Social Network System）を利用した情報提供』を、

令和元年度冬期から開始した（図２）。SNSのツールは、

平成30年度に実施したアンケート調査2)において、SNSの利

用目的を“自分が知りたい、使いたいと思う情報を収集す 

 

図１ 「北の道ナビ 吹雪の視界情報（北海道版）」 

URL：http://northern-road.jp/navi/touge/fubuki.htm 

 

 

図２ 視界不良が予測された時の 

         ツイート画面の例 
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るため”と回答している割合が最も高かったTwitterを用

いた。 

 本稿では、「吹雪の視界情報」のSNSを利用した情報提

供の効果を検証したので、その結果を報告する。 

 

2. 「吹雪の視界情報」の概要 

 「吹雪の視界情報」は、①視界情報、②吹雪の投稿情

報、③気象警報・注意報、④道路通行止め情報、⑤お役

立ち情報から構成されている（図１）。ここでは、図１

の赤枠内の①視界情報について詳述する。視界情報は、

北海道を旧市町村を基本とする221地区に細分化したエリ

アで表示され、現況および1～6時間先までは1時間ごと、

それ以降は9、12、18、24時間先までの予測した情報であ

る。視程の程度は、吹雪時のドライバーの運転挙動に関

する研究成果3) を基に、視程100m未満、100～200m、200

～500m、500～1,000m、1000m以上の5ランクに区分し、色

分けして表示している。これらの情報は、気象庁から配

信される降水強度等の気象値を入力値として、当研究所

で開発した気象条件から視程を推測する手法4)により算出

した予測結果を基に提供している（図３）。なお、視界

情報の提供は、気象庁から許可を受け、当研究所の気象

予報士が妥当性を事前に確認の上で公開している（予報

業務許可事業者第183-1号）。 
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図３ 「視界情報」の視程予測の流れ 

 

3. ツイートにより期待される効果 

 Twitterを利用して情報提供することにより、次の二つ

の効果が期待される。 

 一つは、「吹雪の視界情報」の利用者の増加である。

これまで「吹雪の視界情報」の利用促進のため、ポスタ

ー掲示やリーフレット配布など紙媒体による啓発を行っ

てきた。Twitterで情報発信（以下、ツイート）すること

は、Twitter利用者に対して視界予測情報を提供するだけ

でなく、いままで「吹雪の視界情報」を知らなかった

Twitter利用者に対して当該情報を啓発することにつなが

る。このことで、従来の紙媒体では啓発しきれなかった

主に若年層の利用増加が期待される。 

 もう一つは、吹雪による視界不良の発生前における

「吹雪の視界情報」の利用促進である。メール配信サー

ビスの利用者は、最大6時間前から吹雪による視界不良が

予測されていることを認知できる。しかしながら、それ

以外の者が事前に悪天候の発生を認知するには、天気予

報等から情報を得る必要がある。そこで、「吹雪の視界

情報」で24時間以内に視界不良が予測された際に、速や

かにツイートすることにより、Twitter利用者は、吹雪の

発生前から吹雪による視界不良が予測されていることが

認知可能となる。その結果、吹雪による視界不良の発生

前における「吹雪の視界情報」の利用促進が期待される。 

 これら二つの効果が得られることはすなわち、ドライ

バーが「吹雪の視界情報」を適切な時期に利用する機会

の増加につながり、ドライバーの安全な交通行動の判断

支援に貢献できることが期待される。 

 

4. 令和2年度のツイート状況 

4.1 ツイートのタイミング 

 ツイートは、視界不良が予測された際に行った。具体

的には、以下の状況の際にツイートした。なお、令和元

年度も同様のタイミングでツイートしている。 

 □「吹雪の視界情報」の6時と21時の発表を除く、9時、 

  12時、15時、18時の予測情報において、気象庁の定   

  める特別警報・警報・注意報や天気予報の発表区域   

  の“市町村等をまとめた地域等（「石狩北部」 

  等）”の、二つ以上の地域で視界不良（視程100m未 

  満）が24時間以内に予測されている場合 

 □上記に加えて、暴風雪警報・大雪警報が発令中、ま 

  たは発令が見込まれる場合 

4.2 ツイート内容 

 ツイート例を図２に示す。ツイートは、文字数の制限

があるため、本文だけで十分な情報を伝えることは容易

ではない。そのため、ツイートは、情報提供よりも「吹

雪の視界情報」に誘導することを主たる目的と考え、内

容は、“日本海側北部”といった大まかな地域に視界不

良が予測されていることのみの記載に留めた。また、ツ

イートには、24時間以内の予測の中から、視程100m未満

の地域が最も多く予測されている画像を添付した。ハッ

シュタグは、“#吹雪視界”としている。 

4.3 ツイート回数 

 令和2年度は、ツイートを9回行った（表１）。当日の

予測情報を対象にしたツイートが3回、翌日の予測情報を

対象にしたツイートが6回である。 

 

5. 利用者の増加の効果検証 

5.1 検証方法 

 「吹雪の視界情報」へのアクセス経路は、表２のとお

り分類できる。利用者の増加の効果は、「吹雪の視界情



報」のアクセス経路別の新規利用者数を、令和元年度と

令和2年度で比較する方法により検証した。なお、ここで

は、Google Analyticsで集計された新規セッション数を

新規利用者数とした。また、啓発効果を、Twitter上で実

施したアンケート調査（アンケート期間：令和2年4月13

日から令和2年4月19日まで）の結果から検証した。 

 

表１ 令和2年度のツイート状況 

添付画像
ツイート時点の

気象警報発令状況

12月26日 9:52 6時間先（12月26日 15時） 暴風雪警報（石狩北部、留萌南部）

1月7日 18:09 6時間先（1月8日 0時） 暴風雪警報（渡島西部、檜山南部、檜山奥尻島）

1月14日 9:07 1時間先（1月14日 10時）
暴風雪警報（後志北部、後志西部、留萌北部、留

萌中部、留萌南部、宗谷北部、利尻・礼文）

1月28日 13:58 18時間先（1月29日 6時） 無し

1月28日 18:09 18時間先（1月29日 12時）
暴風雪警報（後志西部、渡島北部､渡島東部、檜

山奥尻島）

2月2日 19:04 12時間先（2月3日 6時）
暴風雪警報（石狩北部、檜山南部、檜山奥尻島、

留萌北部、留萌中部、留萌南部）

2月15日 12:02 24時間先（2月16日 12時） 無し

2月16日 9:40 3時間先（2月16日 12時）

暴風雪警報（石狩北部、石狩中部、北空知、中空

知、南空知、後志北部、羊蹄山麓、後志西部、胆

振中部、胆振東部、日高西部、日高中部、日高東
部、渡島東部、渡島西部、檜山北部、檜山南部、

檜山奥尻島、上川北部、上川中部、留萌北部、留

萌中部、留萌南部、宗谷北部、宗谷南部、利尻・
礼文）

3月1日 12:02 24時間先（3月2日 12時） 無し

ツイート日時

 

 

表２ 「吹雪の視界情報」へのアクセス経路 

アクセス経路 概  要

Direct
インターネットブラウザのお気に入りや配信メールに記
載のURLから等、経路を特定できないアクセス

検索サイト経由 GoogleやYahoo!の検索サイトからのアクセス

Twitter経由 Twitterからのアクセス

その他 上記以外の、他サイトのバナー等からのアクセス
 

 

5.2 検証結果 

 令和元年度と令和2年度冬期における、経路別の新規利

用者数を図４に示す。令和2年度の経路別新規利用者数の

合計は、令和元年度の1.6倍であった。これは、令和元年

度冬期が少雪だったため5)、「吹雪の視界情報」を利用す

る機会が少なく、その結果、令和2年度の増加率が高くな

ったと推察される。Twitter経由の新規利用者数は、令和

元年度の3.0倍であり、新規利用者数合計の1.6倍を超え

る増加率であった。このことから、Twitterを利用した情

報提供は、利用者の増加に効果があったことが伺える。 

 令和元年度と令和2年度冬期における、経路別の新規利

用者数の割合を図５に示す。Twitter経由の新規利用者の

割合は、令和元年度が3.5%だったのに対して、令和2年度

は6.5%と約1.9倍の増加となった。このことから、「吹雪

の視界情報」のTwitterの認知度が前冬期より向上してい

ることが伺えた。 

 令和2年度のツイートした日のTwitter経由の新規利用

者の同日の新規利用者全体との割合と、フォロワー数を

図６に示す。フォロワー数の増加に比例して、Twitter経

由の新規利用者の割合も増加する傾向が見られた。この

ことから、フォロワーは、登録しただけでなく、ツイー

トした日に吹雪の視界情報を利用していることが伺えた。 

 令和2年度の新規利用者の年齢構成を図７に示す。平成

30年度に行ったアンケート調査2)における回答者の年齢構

成は、20代、30代の割合の合計が8%であった。令和2年度

の新規利用者の内、18歳～34歳の割合は27%であり、

Twitter経由では33%と、平成30年度のアンケート調査と

比較して大きな値であった。このことから、Twitterによ

る情報提供により、若年層の利用促進が図られることが

伺えた。 

 Twitter上で実施したアンケート調査（アンケート期

間：令和2年4月13日から令和2年4月19日まで）の“「吹

雪の視界情報」をどのように知ったか”の設問の回答結

果を図８に示す。回答者の35%が“当アカウントのツイー

トを見て知った”、“知人などのリツイートで知った”

と回答しており、ツイートが「吹雪の視界情報」の啓発

に効果があることが分かった。 
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図４ 経路別の新規利用者数 
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図５ 経路別の新規利用者の割合 
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図６ ツイートした日のTwitter経由の 

    新規利用者の割合とフォロワー数 
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図７ 新規利用者の年齢構成 
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図８ 「吹雪の視界情報」をどのように知ったか 

 

6. 吹雪による視界不良の発生前における利用促進の効 

  果検証 

6.1 検証方法 

 「吹雪の視界情報」は、平成29年度までの利用状況か

ら暴風雪時にアクセス数が増加することが明らかになっ

ている6)。また、「メール配信サービス」からのメール受

信をきっかけに「吹雪の視界情報」に訪れる利用者もい

る1)。ここでは、「吹雪の視界情報」にアクセスするきっ

かけになると想定される、暴風雪警報と大雪警報（以下、

「気象警報」という。）の発令状況（地域・時間帯）7)、

「メール配信サービス」のメール配信数および気象警報

発令地域の人口（以下、「地域人口」）に注目した。な

お、地域人口8)は、気象庁の定める”市町村等をまとめた

地域”単位とした。Google Analyticsの集計結果では、

「吹雪の視界情報」へのアクセス元の地域を正確に特定

できないため、吹雪発生頻度の高・低といった気象条件

の地域差は考慮せずに、その地域に居住する人口8)のみを

検証では考慮した。これら「吹雪の視界情報」のアクセ

スに影響し得る状況を、表３のとおり分類した。まず、

気象警報の発令状況を「警報発令まで24時間以上前」、

「警報発令まで24時間以内」、「警報発令中」の３段階

に分類した。さらに、気象警報発令前の状況を、メール

配信数により「1,000通未満」と「1,000通以上」に分類

した。気象警報発令中は、地域人口により「10万人未

満」、「10万人以上100万人未満」、「100万人以上」に

分類した。これらの分類ごとの時間帯別平均アクセス数

と、ツイート日の時間帯別アクセス数を比較する方法に

より検証した。分類ごとの時間帯別平均アクセス数を図

９に示す。時間帯別平均アクセス数は、令和2年度のパソ

コン版サイトとスマートフォン版サイトの全アクセス数

から、表３の分類ごとの時間帯別のアクセス数を抽出し

て求めた値であり、ツイート日を含んだ平均値である。

時間帯別アクセス数は、Google Analyticsで集計された

ページビュー数の値を使用した。 

 

表３ 「吹雪の視界情報」にアクセスするきっかけに 

    なると想定される状況の分類 

気象警報
発令状況

メール配信数 気象警報発令地域の人口

① 1,000通未満 －

② 1,000通以上 －

③ 1,000通未満 －

④ 1,000通以上 －

⑤ 指定無し 10万人未満

⑥ 指定無し 10万人以上100万人未満

⑦ 指定無し 100万人以上
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図９ 分類ごとの時間帯別平均アクセス数 



6.2 検証結果 

6.2.1 令和3年2月2日のツイート検証 

 令和3年2月2日の「吹雪の視界情報」のアクセス数の時

間帯別推移を図10に示す（丸数字は表３の分類№を示す。

白抜きの矢印はツイートした時間帯を示す）。令和3年2

月2日18時予測において、12時間先の令和3年2月3日6時に、

日本海側を中心に吹雪による視界不良が予測されたため、

19:04にツイートした（表１）。ツイートした時点で、既

に石狩北部ほかに気象警報が発令されていた（表１）。

ツイートした19時以降のアクセス数は、平均アクセス数

より低いアクセス数で推移していた。また、Twitter経由

のアクセス数も全体の10%程度しかなかった。この結果か

ら、ツイートにより、吹雪による視程不良の発生以前に

おいて「吹雪の視界情報」の利用促進が図られたとは評

価しがたい。 

 

6.2.2 令和3年3月1日のツイート検証 

 令和3年3月1日の「吹雪の視界情報」のアクセス数の時

間帯別推移を図11に示す（丸数字は表３の分類№を示す。

白抜きの矢印はツイートした時間帯を示す）。令和3年3

月1日12時予測において、24時間先の令和3年3月2日12時

に、北海道の広域にわたり吹雪による視界不良が予測さ

れたため、12:02にツイートした（表１）。ツイートした

時点で、気象警報は発令されていなかった（表１）。こ

の日のアクセス数は、ツイートした12時以前は平均アク

セス数と同程度であったが、ツイートした時刻を境に大

きく増加した。また、Twitter経由のアクセス数も12時以

降は、全体の10～30%と増加しており、平均アクセス数と

の差分にTwitter経由のアクセスが占める割合も大きくな

っていることが確認できた。この結果から、ツイートに

より、吹雪による視程不良の発生以前における「吹雪の

視界情報」の利用促進が図られたことが伺えた。 

 

6.2.3 ツイートしていない日の検証 

 ツイートしていない日の時間帯別アクセス数のアクセ

ス経路と推移を検証した。検証の対象は、ツイートした

令和3年1月7日の日アクセス数14,491件と同程度の日アク

セス数14,811件であった令和3年1月19日とした。令和3年

1月19日の「吹雪の視界情報」のアクセス数の時間帯別推

移を図12に示す（丸数字は表３の分類№を示す）。令和3

年1月19日は、前日21時から19日14時まで檜山南部・奥尻

島に、19日11時から15時まで留萌中部・南部に暴風雪警

報が発令されていた。アクセス数は、6時から17時までは

平均アクセス数を超えて推移しており、平均アクセス数

との差分に検索サイト経由からのアクセスが占める割合

が大きいことが確認できた。また、Twitter経由のアクセ

スは、全体の2～6%と少なかったが、ツイートしていない

日でもTwitterからのアクセスがあることが確認できた。

この結果から、暴風雪時は検索サイトで吹雪による視界

に関する情報を検索している人が多数いることが伺えた。 
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図10 令和3年2月2日のアクセス数の時間的推移 
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図11 令和3年3月1日のアクセス数の時間的推移 
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図12 令和3年1月19日のアクセス数の時間的推移 
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6.3 考察 

 令和3年2月2日のTwitter経由のアクセス数が低かった

理由として、ツイート時点で既に気象警報が発令されて

いたため、情報の新規性が低かった可能性が考えられる。

ツイートは、「吹雪の視界情報」の予測情報から、吹雪

による視界不良の発生状況を勘案して行っているが、利

用者のニーズと乖離があった可能性がある。 

 令和3年3月1日のTwitter経由のアクセス数が多かった

理由として、ツイート時点で気象警報が発令されていな

かったため、情報の新規性が高く、それが利用者のニー

ズに合致していたと考えられる。これらの結果から、

Twitterによる情報提供は、情報の新規性が重要であり、

利用者のニーズに合致すると考えられる。 

 令和3年1月19日の検証結果から、暴風雪時に、吹雪に

よる視界に関する情報を検索している人が多数いること

が伺えた。ツイートのハッシュタグを工夫し、検索ワー

ドと一致させることにより、これらの人を円滑に「吹雪

の視界情報」に誘導することで、利用促進や利用者の増

加が図られることが期待できる。 

 

7. まとめ 

 令和元年度から行っている「吹雪の視界情報」の

Twitterによる情報提供の効果について、令和元年度およ

び令和2年度のデータを基に検証した結果を以下にまとめ

る。 

① Twitterによる情報提供により、「吹雪の視界情報」 

  の新規利用者が増加することが伺えた。また、20～   

  30代の利用促進が図られることが伺えた。 

② Twitterによる情報提供は、「吹雪の視界情報」の啓 

  発に効果があることが分かった。 

③ Twitterによる情報提供は、情報の新規性が重要であ 

  り、情報提供のタイミングにより効果に差が生じる 

  ことが伺えた。 

④ 暴風雪時は、検索サイトから「吹雪の視界情報」に 

  アクセスする人が多く、ツイートのハッシュタグを 

  工夫することにより、「吹雪の視界情報」の利用促 

  進や利用者の増加が期待できる。 

 Twitterを利用した情報提供は、「吹雪の視界情報」の

利用促進と利用者の増加につながった。今後、Twitterで

提供した情報が、情報取得者の交通行動の判断にどのよ

うな影響を与えるのかを把握することで、吹雪災害の減

災に向けた効果的な情報提供手法の検討を進めてまいり

たい。 
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